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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸からイノシトール1,4,5-トリスリン酸とジアシルグリセロールの生成を触媒します。この反応はカルシウムを補因子として利用し、網膜における多くの細胞外シグナルの細胞内伝達において重要な役割を果たします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2010年2月]、代替産物：追加のアイソフォームが存在すると思われる、触媒活性：1-ホスファチジル-1D-ミオイノシトール4,5-ビスリン酸 + H（2）O = 1D-ミオイノシトール1,4,5-トリスリン酸 + ジアシルグリセロール、補因子：カルシウム、機能：セカンドメッセンジャー分子であるジアシルグリセロール（DAG）とイノシトール1,4,5-トリスリン酸（IP3）の生成は、活性化ホスファチジルイノシトール特異的ホスホリパーゼC酵素によって媒介される。この形態は網膜シグナル伝達において役割を果たします。,類似性:C2 ドメインを 1 つ含みます。,類似性:PI-PLC X ボックスドメインを 1 つ含みます。,類似性:PI-PLC Y ボックスドメインを 1 つ含みます。,組織特異性:網膜で優先的に発現します。,
	研究分野
	イノシトールリン酸代謝、カルシウム、ケモカイン、ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系、血管平滑筋収縮、WNT、WNT-T 細胞、ギャップ結合、長期増強、長期うつ病、GnRH、メラニン生成、アルツハイマー病、ハンチントン病。
	画像データ
	

	HEK293の溶解物のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

